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豚の大脳灰白質における初期の脳軟化
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症例および臨床的事項：1975年４月４日，残飯を主に

飼育されていた豚群11頭において，１頭急死。３頭が

食欲不振．Ｔ38.5℃，筋肉の震顕，チック，運、l障害な

どを示し，残り７頭も軽度の同様症状を示す疾病が発生

した．重症例は．治療するも４月８日，1頭蝿死，残り

２頭もその後蝿死した。軽症例は，治療せざるも回復し

た。餌中の食塩命殿は，多いと思われ，重症例血ｉｌＷＮａ

量は，184ｍＥ(l／Ｌと高値を示した。症例は,ｈｆ初に急死

した５ヵ月令の例である。

肉眼的には，脳における充血力雷明であった。

組織学的所見：病巣は，終脳灰白質中位１Ｗにおける層

状壊死よりなり，両半球に認められた。神経細胞は，核

の萎縮，核濃縮．原形質がエオジンに好染する乏血性変

化，重篤性変化，更にコツサ反応陽性の赤紫色瓢粒状な

いし細胞全体が均質赤紫伝脈石灰泳籔を示すものなど変

性，壊死に陥っていた。病klL部の血管は売烈し，Ｖ－Ｒ

膣は認め難い。血清内皮の腫大，血管外膜のjW殖など血

管の増生が著明で，血符周囲に巣状性，またはiill没性に

グリア・メセンヒーム性細胞が反応し，脂肪親粒細胞も

認められた。神経唯現像も認められた。（Ｆｉｇｌ：×８０，

２：×320)。石灰汰符は，変性神経細胞のみでなく，病

巣部全域において，灰赤紫色塵挨状を呈して禰漫性に認

められた。好酸球の出現は，ほとんど認められず，一部

の脳溝内血祷周囲に認められるのみであった。・

広範な壊死と，１１m符の墹生，外膜細胞の墹生，進行性

反応が血管周囲にとどまっていること，脂肪瓢粒細胞の

出現が比較的少ないことなどから凝固壊死，もしくは初

期の軟化病巣と考えられた，要因については,niWNarir

量の高いことからも，食塩による中毒と考えたいが，か

かる病変のみから食塩中毒とは断定し難い。

その他，主欝臓器における所見として，肝のⅡL状壊死，

急性化膿性糸球体ｌｉＷＬ炎，急性線維素性化膿性気管支肺炎，

化膿性リンパ腺炎，および全身の循環障害が認められた。
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